
国
語
力 

｜

課
題
解
決
の
力
が
身
に
つ
く

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
国
語
力
」
と
は
、「
課
題
を
発
見
し
、
解
決

す
る
た
め
の
言
葉
の
力
」
だ
と
、
光
村
図
書
は
考
え
ま
す
。

　

人
生
を
歩
む
う
え
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
言
葉
を
使
っ
て
解
決
し
、

未
来
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
。
光
村
図
書
か
ら
、「
学
び
の
カ
ギ
」
の
提
案
で
す
。

学
び
の
カ
ギ

（
国
語
の
資
質
・
能
力
）

未
来
を
切
り
開
く

課
題
解
決
の
カ
ギ

国語の
資質・能力を
獲得する

過去の学びを
想起し、
活用する

学習の流れを
見通す

課題に
取り組む

詳しくは

学
び
の
カ
ギ

〈
光
村
の
国
語
〉

完
全
活
用
ガ
イ
ド

合
意
形
成
を
導
く

読
書
習
慣
を

確
立
す
る

論
理
的
に
思
考
す
る

実
用
的
な

文
章
を
読
む

思
い
や
考
え
を

言
語
化
す
る

情
報
を

整
理
す
る

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

5 4



資
質
・
能
力
を
確
実
に
定
着

振
り
返
る

資
質
・
能
力
が
身
に
つ
く
新
し
い「
手
引
き
」

国
語
力
が
身
に
つ
く
仕
組
み
1

137 136筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ

振
り
返
る

言の
葉ポケット

文章の構成と内容を捉えよう。
①�次の内容がどの段落に述べられているか、考えながら読もう。

　㋐�筆者が立てた仮説

　㋑�仮説の検証１（一つ目の実験とその結果）

　㋒�仮説の検証２（二つ目の実験とその結果）

　㋓�結論

②�㋐が書かれている段落を読み、筆者が、どのような事実�

を基に、どのような仮説を立てたかを簡潔にまとめよう。

1

文章の構成や展開の効果を、根拠を明確にして考えよう。
①�検証１と２について、次の観点で読み取り、表にまとめよう。

　㋐�検証の目的　 ㋑�検証の方法（○○して、□□ならば、……。）

　㋒�実験・観察の手順　　㋓�結果　　㋔�結果に対する解釈・考察

②�なぜ「仮説の検証２」を行う必要があったのかを考えよう。

③この文章の構成や展開の効果を根拠を明確にしてまとめよう。

2

文章を読んで、考えたことを話し合おう。
筆者の検証方法や結論には説得力があるかどうか、話し合おう。

3

知る	 �この文章で示された事実は、筆者の意見とどのような関係にあるか。

読む	 �この文章の構成や展開には、どんな効果があったか。� �
➡「○○を根拠とすることで」という言葉を使って述べてみよう。

つなぐ	 �仮説を検証する形で自分の意見を述べることの効果を挙げてみよう。

学びへの扉

見
通
し
を
も
つ

文章の構成や展開の効果を考え、根拠を明確にしてまとめよう。［学習活動］

目
標
⃝筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。（知る）
⃝文章の構成や展開の効果について、根拠を明確にして考える。（読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　次に挙げた言葉の意味や使い方の違いを考えよう。
　①�仮説・仮定・予想
　②�検証・証明・裏づけ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　意
見
と
根
拠

138
ページ

そ
の
事
実
は
、
意
見
を
支
え
て
い
る
か
。

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観
的

な
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張
し
た
り
、

仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な
事
実
を
基

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の
解
釈

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が
な
い
か

を
検
討
す
る
と
よ
い
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立

て
る
説
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と

照
合
し
、
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

　文章の構成や展開の効果
について考えるために、
まず何をすればいいだろう。

137ページ

構成や展開の効果
185ページ

目的に応じた要約
51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は
な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に
結
び
付
く
か
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

学習の流れ資質・能力（学習のポイント）

1年 P136「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」手引き

　

右
に
学
習
の
流
れ
、
左
に
資
質
・
能
力
（「
学
び
の

カ
ギ
」）
を
示
し
ま
し
た
。
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

る
学
習
過
程
は
焦
点
化
し
、
黄
色
で
示
し
て
い
ま
す
。

　

光
村
図
書
の
小
学
校「
国
語
」で
は
、「
問
い
を
も
つ
」こ
と（
課
題
発
見
）に
焦
点
を
絞
り
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、
こ
れ
を
含
む
課
題
解
決
能
力
全
体
を
伸
ば
し
ま
す
。
学
習
を
焦
点
化
す
る
こ
と
で

資
質
・
能
力
が
し
っ
か
り
身
に
つ
き
、習
得
し
た
力
を
活
用
し
て
課
題
解
決
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

学
び
へ
の
扉

学
び
の
カ
ギ

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

学
び
の
地
図（Q 

R
コ
ン
テ
ン
ツ
）       

一覧
（巻末・QR）

焦点化
（各教材）

蓄
積

活
用

学
習
を
焦
点
化

学
び
へ
の
扉

▼  

自
己
評
価
の
場
。「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」 

を
自
分
の
言
葉
で
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
資

質
・
能
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
ま
す
。

▼  

吹
き
出
し
に
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
の
う
ち
、
特
に
「
自
ら
の
学
習
の
調
整
」

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
言
葉
を
載
せ
て
い
ま
す
。

▼  

評
価
規
準
は
三
観
点
。（
小
中
共
通
）

●  

知
る  「
知
識
・
技
能
」

●   

話
す・
聞
く
／
書
く
／
読
む  「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

●  

つ
な
ぐ  「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

　

全
領
域
に 「
学
び
の
カ
ギ
」 

を
設
置
し
た
こ
と
で
、

領
域
を
超
え
た
学
び
の
つ
な
が
り
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。「
読
む
こ
と
」
で
習
得
し
た
資
質
・
能
力
を
、

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
で
活
用
す

る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
実
生
活
に
役
立
つ
力
と

し
て
定
着
し
ま
す
。

領
域
を
超
え
て

つ
な
が
る
学
び

1

2

26ページ

POINT 1

課
題
解
決
の
た
め
の
資
質
・
能
力
を

学
び
の
カ
ギ

▼   

資
質
・
能
力
（「
学
び
の
カ
ギ
」）
を
使
っ
て
課
題 

（「
学
び
へ
の
扉
」）を
解
決
し
、
集
め
た「
カ
ギ
」を 

次
の
学
び
に
生
か
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、 

実
生
活
に
役
立
つ
課
題
解
決
能
力
を
育
み
ま
す
。

▼  

こ
の
教
材
で
身
に
つ
け
る
資
質
・
能
力
を
、
焦
点

化
し
て
示
し
、
図
解
で
「
見
え
る
化
」 

し
ま
し
た
。

POINT 2POINT 3

51 新しい視点で ● ちょっと立ち止まって

言の
葉ポケット

　本文から「見る」ことに関する言葉や慣用句を抜き出し、注目の度
合いや、見る時間の長さの順に整理してみよう。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

文
章
全
体
を
見
わ
た
し
、
大
き
く
つ
か
む
。

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
を
と
ら
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
典
型
的
な
構

成
の
型
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　初
め
・
中
・
終
わ
り

　
　
　序
論
・
本
論
・
結
論

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起な

ど

ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

序論本論結論

51ページ

文章の構成
185ページ

目的に応じた要約
137ページ

構成や展開の効果
45ページ
段落の役割

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

学びの
カギ

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨
　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と

な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表

れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

タブレットの
縦置きにも対応

一
年
間
で
学
ぶ
資
質
・
能
力
を
、
タ
ブ
で
俯
瞰

で
き
ま
す
。

1

資
料
編 「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧
、
Q
R
コ
ン
テ

ン
ツ「
学
び
の
地
図
」で
、「
学
び
の
カ
ギ
」
を

検
索
し
、
既
習
の
資
質
・
能
力
を
主
体
的
に
活

用
で
き
ま
す
。

2

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落
　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ

と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証

　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約

　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ

う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け
い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落

　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ

と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証

　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約

　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ
う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け

い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

1年 P278「『学びのカギ』一覧　説明的な文章を読むために」

POINT 3

POINT 1

POINT 3

POINT 2

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

7 6



全国学力・学習状況調査（※教科調査）は、
令和7年度以降、CBT（Computer Based  

Testing：コンピューターを使用した試験）
の導入を予定しています。国語の資質・
能力を身につけるとともに、CBTの形式
に慣れておくことが大切だと考えました。

教科書の問題
＋発展問題に、

CBT形式で
取り組める！タブ切り替えで

情報を比較したり、
関連づけたりして
読める！

身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
確
認
す
る「
国
語
の
力
試
し
」

国
語
力
が
身
に
つ
く
仕
組
み
2

　

生
徒
自
身
が
自
己
採
点
を
す
る
こ
と
で
、「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」「
課
題
は
何
か
」
を
明

確
に
把
握
で
き
ま
す
。「
自
ら
の
学
習
の
調
整
」 

に
つ

な
が
る
力
試
し
で
す
。

記
述
問
題
の
採
点
画
面
。
採
点
基
準
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入
れ
る
と
、
自
動
的
に
点
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

生
徒
自
身
が
採
点
す
る
か
ら
、

成
果
と
課
題
を
自
覚
で
き
る

C
B
T
な
ら
で
は
の
出
題
形
式

実
際
に
動
画
を
見
な
が
ら
解
け
る

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」の
設
問

　

実
際
に
動
画
を
視
聴
し
て
解
く
こ
と
で
、
聞
い
て

理
解
す
る
力
、
日
常
に
生
き
る
「
聴
解
力
」の
育
成
を

目
ざ
し
ま
す
。

1

台本表示・総ルビ
表示にも対応！

タ
ブ
切
り
替
え
で
、

比
較
し
た
り
関
連
づ
け
た
り
で
き
る

2
　

上
部
の
タ
ブ
を
切
り
替
え
る
と
、
複
数
の
文
章
や

図
版
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
情
報
を
読
み
比
べ
た
り
関

連
づ
け
た
り
す
る
問
題
に
取
り
組
め
ま
す
。

POINT 1POINT 2

発展問題
（短縮版）

お試しは
こちら

※タブレット・PC限定

Q なぜ今、CBT？

動画を
視聴できる！

2年 P262「国語の力試し」

262

身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

ありオン ふりがな　全画面　 なし

▶�次の文章は、「枕
まくらの
草
そう
子
し
」の冒頭を現代語に訳したものである。

■現代語訳A（教科書訳）
　春は明け方。だんだんと白んでいく山ぎわが、少し明るくなって、
紫がかった雲が細くたなびいている（のは風

ふ
情
ぜい
がある）。

　夏は夜。月の頃は言うまでもないが、闇もやはり、蛍が多く飛びかっ
ている（のがよい）。また、ほんの一、二匹ほのかに光って飛んでい
くのも趣がある。雨などが降るのもいい。

■「枕草子」原文
　春はあけぼの。や

（ ヨ ウ ヨ ウ ）
うやう白くなりゆく山ぎは

（ワ）
、す

こしあかりて、紫だちたる雲のほそくたなびきたる。
　夏は夜。月のころはさらなり、闇もなほ

（オ）
、蛍の多

く飛びちがひ
（イ）
たる。また、ただ一つ二つなど、ほの

かにうち光りて行くもを
（オ）
かし。雨など降るもを

（オ）
かし。

現代語訳B現代語訳A 下に示した「枕草子」原文から、現代語訳A（教科
書訳）で、「趣がある」「いい」と訳された言葉を３
字で抜き出そう。� ［５点］

1

263 国語の力試し

▼
次
の
文
章
は
、「
枕ま
く
ら 

草そ
う

子し

」
の
冒
頭
を
現
代
語
に
訳
し
た
も
の
と
、
そ
の
原
文
で
あ
る
。

の

■「
枕
草
子
」
原
文

　
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や（
ヨ
ウ
ヨ
ウ
）

う
や
う
白
く
な
り

ゆ
く
山
ぎ
は
（
ワ
）

、
す
こ
し
あ
か
り
て
、
紫
だ

ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き
た
る
。

　
夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
、
闇

も
な
ほ
（
オ
）
、
蛍
の
多
く
飛
び
ち
が
ひ
（
イ
）
た
る
。

ま
た
、
た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に

う
ち
光
り
て
行
く
も
を
（
オ
）
か
し
。
雨
な
ど
降

る
も
を
（
オ
）

か
し
。

■
現
代
語
訳
A
（
教
科
書
訳
）

　
春
は
明
け
方
。
だ
ん
だ
ん
と
白
ん
で
い

く
山
ぎ
わ
が
、
少
し
明
る
く
な
っ
て
、
紫

が
か
っ
た
雲
が
細
く
た
な
び
い
て
い
る

（
の
は
風ふ

情ぜ
い

が
あ
る
）。

　
夏
は
夜
。
月
の
頃
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
闇
も
や
は
り
、
蛍
が
多
く
飛
び
か
っ

て
い
る
（
の
が
よ
い
）。
ま
た
、
ほ
ん
の
一
、

二
匹
ほ
の
か
に
光
っ
て
飛
ん
で
い
く
の
も

趣
が
あ
る
。
雨
な
ど
が
降
る
の
も
い
い
。

■�

現
代
語
訳
B

（「
桃も

も

尻じ
り

語ご

訳 

枕
草
子 

上
」
橋は

し

本も
と 

治お
さ
む 

訳
）

　
春
っ
て
曙
あ
け
ぼ
の

よ
！

　
だ
ん
だ
ん
白
く
な
っ
て
く
山
の
上
の
空

が
少
し
明
る
く
な
っ
て
、
紫
っ
ぽ
い
雲
が

細
く
た
な
び
い
て
ん
の
！

　
夏
は
夜
よ
ね
。

　
月
の
頃
は
モ
チ
ロ
ン
！

　
闇
夜
も
ね
ェ
…
…
。

　
蛍
が
い
っ
ぱ
い
飛
び
か
っ
て
る
の
。

　
あ
と
、
ホ
ン
ト
に
一
つ
か
二
つ
な
ん
か

が
、
ぼ
ん
や
り
ポ
ー
ッ
と
光
っ
て
く
の
も

す
て
き
。
雨
な
ん
か
降
る
の
も
す
て
き
ね
。

表
現
の
効
果
を
考
え
る

②  

現
代
語
訳
B
（
橋
本 

治 

訳
）
の

　
　線部
の
後
に
は
、
ど
の

よ
う
な
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
現
代
語

訳
B
の
中
か
ら
三
字
で
抜
き
出
そ
う
。

➡︎
文
章
の
中
心
的
な
部
分
を
捉
え
る
。

③   

あ
な
た
は
、
現
代
語
訳
A
・
B
の
ど
ち
ら
に
引
か
れ
る
か
。

「
表
現
の
し
か
た
」
に
触
れ
な
が
ら
、
選
ん
だ
訳
と
そ
の
理
由

を
書
こ
う
。

➡︎
文
章
を
比
較
し
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

①  

原
文
か
ら
、
現
代
語
訳
A
（
教
科
書
訳
）
で
、「
趣
が
あ
る
」

「
い
い
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
を
三
字
で
抜
き
出
そ
う
。

109
ページ

読 む

読
む
力

264

話す
聞く

話
す
力
・
聞
く
力

　
私
は
、
卒
業
生
に
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
贈
る
の
が
い
い
と
思
い

ま
す
。　

「
一
つ
の
幸
せ
の
ド
ア
が
閉
じ
る
と
き
、
も
う
一
つ
の
ド
ア
が
開
く
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
閉
じ
て
し
ま
っ
た
ド
ア
を
ず
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
で
、
私

た
ち
の
た
め
に
新
し
い
ド
ア
が
既
に
開
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。」

　
こ
れ
は
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
生
涯
学
び
続
け
た
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
の
言
葉
で
す
。「
二
十
世
紀
の
名
言
」
と
い
う
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
閉
じ
て
し
ま
っ
た
ド
ア
は
、
卒
業
し
て
い
く
中
学
校
を
表
し
、
新
し
い
ド

ア
は
、
新
し
い
生
活
へ
の
入
り
口
を
表
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
最
後

の
「
既
に
開
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。」
と
い
う
部
分
に
は
、
前
を

向
け
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
し
い
生
活
に
向
か
っ
て
、
力
強
く
生
き

て
い
く
こ
と
を
促
す
こ
の
言
葉
は
、
卒
業
生
に
ぴ
っ
た
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
中
学
校
で
の
思
い
出
を
胸
に
、
新
し
い
生
活
で

新
し
い
挑
戦
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

野
口
さ
ん
が
、
学
級
会
で
、「
卒
業
生
に
贈
る
言
葉
」
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。 

右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
し
、
問
題
に
答
え
よ
う
。

➡︎
論
理
の
展
開
に
注
意
し
て
聞
く
。

➡︎
話
し
手
の
考
え
と
比
較
し
て
聞
く
。

評
価
の
観
点
：
情
報
の
整
理
／
話
の
構
成
／
話
し
方

［
聞
く
］
意
見
を
聞
き
、
整
理
し
て
検
討
す
る

29
ページ

評
価
の
観
点

よ
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
理
由

②   

野
口
さ
ん
の
提
案
に
つ
い
て
、
次
の
中
か
ら
評
価
の
観
点
を
選
び
、
よ

い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
理
由
を
書
こ
う
。

①  

野
口
さ
ん
が
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
通
し
て
、
卒
業
生
に
伝
え

た
い
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
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書く

書
く
力

▼ 

今
西
さ
ん
は
、
職
場
体
験
の
訪
問
先
に
宛
て
て
電
子
メ
ー
ル
を
書
い
て
い
る
。

②      ［今西さんの考え］と［注意したいこと］を読み、空欄エに書
く文面を考えよう。

宛先   soumu@aozora-yochien1983.ed.jp

件名   職場体験に関する質問（南中学校・今西）

青空町立青空幼稚園

北川　緑 先生

来週の職場体験でお世話になります、 

ア  の今西律子です。

職場体験初日のお楽しみ会について、

お聞きになりたいことがあります。

当日は園児の皆さんと、童謡を歌いたいと

考えています。

ランチルームにオルガンはありますか。

エ  

南中学校 2 年２組　今西律子

表
現
を
工
夫
し
て
思
い
を
伝
え
る

［
推す
い

敲こ
う

］
表
現
の
効
果
を
考
え
る

112
ページ

➡︎自分の考えが伝わるように工夫する。

①   ［推
すい

敲
こう

の観点］を基に文面を書き加えたり、書き改めたりしよう。

➡︎読み手にとってわかりやすい書き方に整える。

ア   ［推敲の観点］まず、自分の立場や所属を明確にする。

イ  ［推敲の観点］敬語を適切に使う。

ウ  ［推敲の観点］質問の内容をはっきりと伝える。

エ   ［今西さんの考え］オルガンを借りられるかどうかで、準備が

変わる。職場体験が始まる前に、返事が欲しい。   

［注意したいこと］相手に失礼のないようにお願いする。

110
ページ

イ

ウ

266国語の力試し

▼ 

次
の
敬
語
の
問
題
に
答
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
日
の
仕
事
の
流
れ
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
朝
、
何
時
頃
、
お
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま 

す
か
。

①

②③

▼ 

次
の
二
つ
の
言
葉
は
類
義
語
だ
が
、
使
い
方
に
は
少
し
違
い
が
あ
る
。

「
予
想
」
と
「
予
期
」

① 

明
日
の
天
気
を 

 

す
る
。

② 
 

せ
ぬ
事
態
に
と
ま
ど
う
。

敬
語

113
ページ

類
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語

72
ページ

①   

―
―
線
部
①
〜
③
の
敬
語
の
種
類
を
、
次
の
ア
〜
ウ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
ぼ
う
。

➡︎
敬
語
の
働
き
を
理
解
し
て
文
章
の
中
で
使
う
。

ア 

尊
敬
語

　
　イ 謙
譲
語

　
　ウ 丁
寧
語

①

②

③

②  

①
・
②
の
空
欄
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
、
次
の
ア
〜
ウ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
ぼ
う
。

➡︎
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
。

ア
「
予
想
」
だ
け
が
当
て
は
ま
る

イ
「
予
期
」
だ
け
が
当
て
は
ま
る

ウ
「
予
想
」
も
「
予
期
」
も
当
て
は
ま
る

①

②

知識
・
技能

知
識
・
技
能

国
語
の
力
試
し
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
、
問
題
に
取
り
組
も
う
。

⃝
�

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
で 

問
題
に
取
り
組
も
う

⃝
�

解
答
表
示
や
自
己

採
点
の
機
能
を
使

い
、
身
に
つ
け
た

力
を
確
認
し
よ
う
。

⃝
�

時
間
が
あ
れ
ば
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
用

の
発
展
問
題
に
も

挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　

読
む
力  

 

① 

② 

③

話
す
力
・
聞
く
力  

 

① 

②

書
く
力  

 

① 

②

知
識
・
技
能  

 

① 

② 

問
題
の
構
成

分
40

時
間
の
目
安

　行
き
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
、
教
科
書
の

該
当
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
。

そ
の
問
題
で
確
か
め
る
、 

資
質
・
能
力
を
示
し
て
い
る
。

➡︎
問
題
と
関
連
す
る「
学
び
の
カ
ギ
」
や
、

小
教
材
・
コ
ラ
ム
を
示
し
て
い
る
。

000
ページ

振
り
返
り
の
ヒ
ン
ト

1年間で身につけた力を確認する場

国
語
力

新
Q
R
×
個
別
最
適

語
彙
力

教
材
の
力

9 8


